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宍道湖貧酸素モニタリング調査
（宍道湖有用水動物モニタリング調査） 

沖 真徳・福井克也 

１．研究目的 

宍道湖における湖底の貧酸素化現象は、ヤマトシ

ジミを始めとする底生生物の生息に大きな影響を与

える。このため、宍道湖における貧酸素水塊の発生

時期、広がりおよびその規模を把握する観測を行っ

た。 

２．研究方法 

2021（令和3）年度の調査は、12月と2月を除く

毎月１回、調査船「ごず」（8.5トン）を使用し、図

1に示す宍道湖32地点において、HYDROLAB社製多項

目水質計MS-5により、水質（水温、塩分濃度、溶存

酸素濃度）を表層から湖底まで、0.5 m 間隔で計測

した。 

観測結果から塩分濃度および溶存酸素濃度の分

布図を作成した。分布図については、水平分布図と

図1の赤で示したラインに沿った鉛直分布図を作成

した。また、調査時に発生していた貧酸素水塊の体

積割合(%)を算出した。なお、本調査では、魚類等の

生息に影響があるとされる溶存酸素濃度 3 mg/L 以

下を「貧酸素」の状態であるとした。 

３．研究結果 

観測データから、2021 年度と平年値（過去10 年

間の平均値）の月別平均水温（表層）、塩分濃度（表

層・底層）および貧酸素水の体積割合を資料１に、

過去10年間の月別の各値を表１にまとめた。 

塩分濃度（表層・底層）および溶存酸素濃度（底

層）の水平分布については資料2～4に、塩分濃度と

溶存酸素濃度の鉛直分布については資料 5～6 に取

りまとめた。 

宍道湖の 2021 年度の表層水温は、平年値と比較

すると10月はやや高い傾向を示したが、その他は平

年値と概ね同様であった（資料1、表1）。表層塩分

濃度は変動が大きく、4～7月までは平年値より高く

推移したが、8月には平年値よりやや低くなり、9～

10 月でかなり低い値を示した。その後は上昇し、3

月には5.5 PSUと平年値より高い値を示した。底層

塩分濃度は、表層とほぼ同様の変動を示し、4～7月

は平年値よりやや高い値を示したが、10月にかけて

低下した。その後は上昇し、3月には10.7 PSUと平

年値よりかなり高い値を示した。2021年の塩分濃度

は 8～9 月にかけて著しく低下したが、これは 7～8

月にかけて発生した豪雨による影響が大きな要因で

あったと考えられた。 

宍道湖における貧酸素化の状況（貧酸素水体積割

合）は、7月に0.9%と上昇があったものの、平年値

と比べると全体的に低い傾向を示した。なお、令和

3 年度では宍道湖において、貧酸素が原因と推察さ

れるヤマトシジミや魚類等のへい死は確認されなか

った。 

４．研究成果 

調査で得られた結果については、宍道湖漁業協同

組合等に報告するとともに、島根県水産技術センタ

ーのホームページ*で紹介し、広く一般への情報提供

を行った。 

*島根県水産技術センターホームページ 

https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/suisan/shinkou

/kawa_mizuumi/suisitu/suisitu.html 
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